














































































































































































1 4　　　3) res,0%"わCBTgEi2)　　, 5
1 ) E)lBAL. CHZCr2
･70 °C
2) Ph3PCHIBr



















1) LDA. MeI. HMPA, THF
-7B to ･60 ●C. 98%

















CH2C12. Py. rt. 98%
AcOWH20 = 96I4







CH2C12. Py. rt 71%
2) NaCIOZ. NaHZPO▲
2-methyl12-butene







tM + H】calcd 49429
Iound 494 28
論文審査の結果の要旨
菅野尚基の論文は､スナギンチャクから単離されたゾアンテノールの全合成研究に関する五章からなる｡
ゾアンタミンアルカロイド頬は､骨粗餐症抑制活性､抗腫癌性､血小板凝集抑制活性など様々な生物活性
を有し､創薬リード化合物として期待されている○また､分子中央C環部に3つの四級炭素が近接し､
DEFG環部にアミノアセタール､ラクトンを有する前例のない骨格を持ち､トポロジカルに非常に合成困
難な構造を有している｡したがって､現在までに多く合成研究が報告されているが､それらの殆どが､分
子内Diels-Alder反応によってABC環部を構築している｡
著者は､従来の合成研究とは異なるゾアンテノールの全合成計画を立案した｡まず､光学活性なC環
部の大量合成法を確立した｡次いで立体選択的な新規ABC環部の合成法を開発し､ゾアンテノールの効
率的な全合成ルートをはば確立した｡
第一章では､ゾアンタミンアルカロイド類の生物活性と構造的特徴､並びに従来の合成研究の問題点を
概説した｡
第二葦では､光学活性なC環部の合成を検討し､.)パーゼAKを用いた酵素法が最適であることを見
出した｡これにより､非常に高い光学純度を有する鍵中間体を得ることに成功した｡その絶対配置はⅩ
線結晶構造解析と新Mosher法によって確認した｡
第三章では､ゾアンテノールABC環部の大量合成法を開発したo特に鍵反応は､分子内港呂木-Heck
反応によるB環部の構築である｡また､ Smi2による水酸基の還元的除去に際し､水酸基をメチルエ~テ
ルに変換後､添加剤としてt-BuOHを加えると再現性良く還元体が得られることを見出した｡更にC9位
の立体選択的メチル基導入を経て､すべての官能基を有する光学的に純粋なABC環部を合成することに
成功した｡
第四章では､ゾアンテノールのDEFG環部を構築したoすなわち､第三章で合成したABC環部へ側鎖
を連結し､含水酢酸と処理するとDE環部が環化し､ゾアンテノールのベンジル保護体を得ることに成功
した｡最後に加水素分解し､ゾアンテノールに相当するマススペクトルを観測した｡
第五章では､著者の研究成果を総括した｡
以上､本研究は､天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので､著者が自立して研究活動を行う
に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している○従って､菅野尚基提出の論文は､博士(理学)
の学位論文として合格と認める｡
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